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第２章 柳川市及び名勝水郷柳河の概要 
 

 

２－１．北原白秋のみた柳河	

 

（１）詩人北原白秋の沿革と水郷柳河の風景 

①幼少期～上京まで 

北原白秋（本名 北原隆吉）は、明治 18 年（1885）に福岡

県山門郡沖端村（現在の柳川市沖端）に酒造業を営む北原家の

長男として生まれた。白秋が 19 歳まで過ごした柳川は九州山

地から有明海に注ぐ筑後川と矢部川の河口に挟まれた筑後平

野南西端にあり、矢部川水系の複数の自然河川と無数の掘割

が網の目のように広がり、掘割が巡る旧城下町を中心とした

田園地帯であった。生家のある沖端は有明海に開けた柳川城

下の港町で、実家は近世以来の海産物問屋で「油屋」「古問屋」

の屋号で知られており、明治に入り酒造業を本業とするよう

になった。 

矢留尋常小学校から柳河高等小学校を経て藩校の流れを組

む中学伝習館に進むと、東京専門学校卒業の若手教師の影響を

受けながら同好の仲間と歌作・詩作を開始し、中央歌壇に投稿

するようになった。 

明治 34 年（1901）に沖端で大火があり北原家の家屋・店舗

も類焼した。父から文学への傾倒に反対を受ける一方で母を中

心に家族の理解を得て、卒業間近の明治 37 年（1904）に退学

し上京、早稲田大学英文科予科に入学し、『文庫』や『明星』

を中心に精力的に文学活動に取り組んだ。 

明治 44 年（1911）刊行の詩集『思ひ出』は、白秋の言による

と「私の十五歳以前の Life」を綴ったものであり、時に方言を

交えて、生家のある沖端地区、現在の熊本県南関町にある母の

生家へ向かう街道筋周辺の三柱神社、中学伝習館への通学路で

あった城内地区等の風景及び風俗が、郷愁の念を持って描写

されている。 

 

②上京後 

白秋は明治 40 年（1907）、東京二六新聞の企画「五足の靴」

により与謝野寛、吉井勇らとともに五人で九州を旅行し、旅先

から送った紀行文が新聞に連載された。旅の始まりと終わり

に柳川に立ち寄り、生家に滞在し舟遊び等も行った。上京後、

初めて父の理解を得ることができ、白秋とともに訪れた一行

図 2-1 鋤崎土居（『水の構圖』より） 

図 2-3 沖端水天宮祭の舟舞台 

（『水の構圖』より） 

図 2-2 三柱神社 泰月橋の欄干 

（『水の構圖』より） 
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は帰郷時に歓待を受けた。 

明治 42 年（1909）に出版された白秋の処女詩集『邪

宗門』は、文壇で高い評価を受けた。さらに、明治 44

年（1911）に第二詩集『思ひ出』が刊行されたことに

より、白秋は詩壇の第一人者となった。 

一方で、柳河の生家は明治 34 年（1901）沖端の大火

後傾いた家業が回復せず、同年の年末に破産してい

る。『思ひ出』所収の作品の多くはこの年に制作され

た。明治 45 年（1912）、破産整理を終えた家族が上京

し、白秋は一家を支える立場になると共に帰るべき郷

里「柳河」を失った。また同年、姦通罪事件により収

監された白秋は世間の厳しい批判を受け罪の意識か

ら死を考える程に精神的に追い詰められた。翌年、事

件の当事者であった俊子と結婚、家族と共に三浦半島

南端の三崎に移住、心境に変化が生まれ創作を再開し

た。結核を病んでいた妻のために一時小笠原に渡る

も、すぐに離島し離別に至る。 

白秋は貧しい生活の中で創作を続け、大正５年

（1916）に才媛江口章子と再婚。大正７年（1918）に

小田原移住後、鈴木三重吉の児童雑誌「赤い鳥」創刊

時から童謡欄を担当し、８年間の小田原時代に多くの

童謡を創作した。翌年には生活が持ち直したが、大正

９年（1920）に所謂「地鎮祭事件」により章子と離別

し、大正 10 年（1921）に終生の伴侶となる菊子と再

婚した。翌年には長男隆太郎、大正 14 年（1925）には

長女篁子が誕生し、白秋は初めて安定した家庭生活を

送ることができるようになった。 

童謡・民謡・歌謡の流行とともに国民的詩人として

の地位を確立した白秋は、関東大震災の後、大正 15 年（1926）に上京し、昭和４年（1929）には『白

秋全集』の刊行が開始された。白秋は求めに応じて樺太・満州・台湾・朝鮮をはじめ国内各地を旅行

し、民謡・紀行集をつくった。また、昭和２年（1927）の日本新八景選定及び昭和 10 年（1935）の朝

鮮八景選定にも関わっている。 

 

③故郷柳河への提言 

白秋は、大正 11 年（1922）に柳川の地元紙である「柳河新報」に３度の寄稿を行っている。自発的

な投稿なのか、新聞社に依頼された寄稿なのかは定かではないが、この時期に持ち上がった柳川城址

の売却・活用法について世論に一石を投じる目的で行われたものと考えられる。 

白秋は、柳河を「来るべき日本の首府」にもなり得る可能性を有した都市であるとし、「文化的田園

都市計画」と呼ぶ構想を提唱した。３回にわたる寄稿の要点は、大きく以下のようにまとめることが

できる。 

図 2-5 白秋生家横の掘割（現在の様子） 

図 2-4 白秋生家横の掘割（『水の構圖』より）
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ⅰ）柳川城址を地域の心臓部となし、公園・文化施設を

配備する。 

ⅱ）上級学校を設立する。 

ⅲ）交通網を整備する（鉄道の敷設）。 

ⅳ）掘割を遊楽用として利用し、遊楽地を選定する。 

ⅴ）工業地を選定する。 

ⅵ）沖端川の浚渫と魚河岸の整備を行う。 

 

この頃の白秋は、小田原に山荘を建てたばかりであり、

生活と自然とが調和した心地よい風景の中での暮らしを

通して、風景に対する理論を確立していったものと見られ

る。上記に示した提言は柳川に近代化をもたらすものであ

り、そこには今日に活かすべき面も多く含まれている。 

 

④３度の帰郷 

北原家が柳川を離れ上京した後、白秋は柳川を３回訪れ

ている。一度目の帰郷は昭和３年（1928）白秋 43 歳の時

で、生家の破産以来 19 年振りのことであった。大阪朝日

新聞社の依頼で、福岡から仙台まで飛行機に搭乗した文士

が機上からの展望を記した紀行文を新聞紙面に掲載する

「日本初の芸術飛行」であり、福岡県太刀洗飛行場から大

阪までの区間を担当した。柳川の上空を飛行した際には、

母校矢留小学校の児童が校庭に「ヤ」の人文字をつくった。 

二度目の帰郷は、昭和５年（1930）に八幡製鉄所所歌作

成の依頼を受けて九州を訪れた際に柳川に足を延ばして

いる。なお、同様の依頼は多く、白秋作詞の校歌・社歌が

全国に見られる。 

最後となった三度目の帰郷は昭和 16 年（1941）、「海道東

征」による福岡日日新聞文化賞授賞式のため家族と共に九

州を訪問した後、柳河で開かれた「多磨」九州大会に出席

したときのことで、母の故郷である南関にも訪れた。 

長く故郷を離れていた白秋が柳河で目にしたものは、掘

割とともにある旧来の暮らしを続ける人々の姿のみなら

ず、幼少期の学び舎であった矢留小学校の新校舎、醸造業

として新たに開業した並倉の近代的な煉瓦造の建築物等

であった。こうしたことから、白秋は後に遺作となった写

真集『水の構圖』において、「私の思ひ出の柳河は、私の

少年時代の夢であつて、既に現實よりは遠いものとなつ

た。」と記しており、変わりゆく故郷に対する懐旧の念が

芽生えたものと考えられる。  

図 2-8 並倉（『水の構圖』より） 

図 2-7 矢留新校舎（『水の構圖』より） 

図 2-6 「多磨」柳川大会の白秋 

（『水の構圖』より） 

図 2-9 並倉（現在の様子） 
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⑤晩年～没後 

昭和 16 年（1941）に芸術院会員に推薦される

も病状が悪化。病床において創作活動と作品の

整理を続け、昭和 17 年（1942）11 月 2 日に「新

生だ」という言葉を残して杉並区の自宅で永眠、

享年 57 歳。東京西郊の多磨墓地に埋葬された。 

病床での絶筆となった『水の構圖』の序文では

「遺書にも似たこのはしがき」として「水郷柳河

こそは、我が生まれの里である。この水の柳河こ

そは、我が詩歌の母體である。この水の構圖この

地相にして、はじめて我が體は生じ、我が風は成

った。・・」と述べている。 

 

水郷柳河の風景は、二度と帰れぬ故郷として

詩人北原白秋を世に送り出す母胎となった。国

民的詩人となった白秋は、盲目の病床の中でつ

いに水郷柳河の風景に還り、生涯を閉じた。 

白秋の死後、柳川出身の芥川賞作家である長

谷健を中心として全国的な募金運動が展開さ

れ、昭和 23 年（1948）に矢留小学校の隣接地に

白秋詩碑が建立された。また、北原家の破産後に

人手に渡った白秋生家は、地元から始まった全

国的な保存運動により昭和 44 年（1969）に復元

保存され、遺品・遺稿など貴重な資料と共に公開

されている。現在では、毎年命日の 11 月２日に

開かれる白秋祭、１月 25 日の白秋生誕祭など、

地元をあげて白秋を偲び業績を顕彰する行事が

行われているほか、「この道」・「ゆりかご」・「か

らたちの花」・「待ちぼうけ」など、白秋が子供た

ちのために創った多くの童謡は今も全国の人々

の間で歌い継がれている。 

 

 

 

 

 

 

【参考文献】 

柳川市文化的景観保存活用計画（平成 20 年（2008）３月）「第６章 北原白秋の目を通してみた柳川の水郷景観調査」 

  

図 2-10 漁村・沖端の風景（『水の構圖』より） 

図 2-11 御舟倉（『水の構圖』より） 

図 2-12 沖端における白秋生誕祭パレードの様子 
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２－２．水郷柳河の沿革と名勝指定に至る経緯	

 

（１）筑後平野の干拓と掘割網の発達 

柳川市は、九州山地に水源を発し有明海へと注ぐ筑後川と矢部川の最下流に位置する。海岸線が後

退し、陸地化が始まった約 2,200 年前の弥生時代中期から古代にかけて、市の北部地域に次第に人が

住み始めた。湿地を開拓するために溝を掘って排水し、その土を盛り上げて水稲耕作に必要な灌漑を

行い、生活用水を確保するために、徐々に掘割網を形成していった。中世には荘園経営の下で耕地化

が一層進み、市内外に残る条里の遺構や地名は古代・中世から現在まで引き継がれる土地の歴史を物

語っている。 

 

（２）柳川城の築城と城堀の成立 

戦国時代から江戸時代にかけて、城下町の建設とともに一部の掘割が掘り替えられ、城
じょう

堀
ぼり

として城

をまもる役割を果たすようになった。掘割の周囲に広がる旧城下町は、城内
しろうち

・柳
やな

河
がわ

・沖 端
おきのはた

の３つのま

ちによって構成される。本節では、上記の３つのまちをそれぞれ「城内地区」・「柳河地区」・「沖端地

区」と呼ぶ。 

城内地区は、柳川城を中心として武士団の居住地である曲輪が重層的にそれを取り囲んでいたが、

近代の早い段階で城郭が消滅し、武家屋敷地も農地化した。戦後期に再度宅地化が起こるが、その構

成は旧来の屋敷地とは全く異なるものであった。また、それに伴い掘割の幅員が狭くなり、そのいく

つかは従来の体を成さなくなったが、今もなお配置は概ね旧形を維持している。 

柳河地区では、上町・中町・辻町・京町（旧瀬高町）と続く街道筋に沿って線状に町家地区が形成

された。その後背地に社寺や下級武士の住まいが配置され、町人地と武家地が混在したまちが形成さ

れた。柳河地区に引かれた掘割は、防衛の用途も兼ねた城内地区の大規模なものとは性質が異なり、

生活利用を主たる目的とする幅の狭いものであった。また、柳河地区では、各町が通りを軸として両

側に屋敷が並び、裏手に生活用の掘割を持つことから、掘割が町と町との境界としての役割も果たし

ていた。 

図 2-13 藩政期の柳川城と城内地区 

（御家中絵図／寛政３年(1791)） 

図 2-14 旧城下町における３つの地区 
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